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経常収支比率の分析
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※１　本レーダーチャートは、当該団体と類似団体平均値より算出した偏差値をもとにチャート化したものである。（偏差値は平均を100としている。）

　２　当該団体の八角形が平均値の八角形より外側にあるほど、歳出抑制等により財政構造に弾力性があることを示している。

　３　類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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【人件費】
　人件費に係る経常収支比率は前年度から1.4ポイント減少している。これは、団塊の世代の大量退職の落ち着きに伴う退職金の減や、
給料表を平成20年1月に1.4％、平成21年1月に0.5％、それぞれマイナス改定したことによる人件費の減などが主な要因となっている。
【物件費】
　物件費に係る経常収支比率は、前年度から0.4ポイント増加している。また類似団体平均より0.9ポイント上回っており、依然として高い水
準となっている。これは、これまで第二次行財政改革大綱に基づき、保育園の民間委託やスポーツ施設等の指定管理者制度への移行な
どを推進してきたことや、平成19年度途中から家庭ごみの戸別収集・有料化を行ったことなどを要因としている。今後も、保育園・学校給
食調理業務など民間委託を推進し、職員数の削減を進めていく予定であることから、高止まりする傾向は続くことが見込まれる。
【扶助費】
　扶助費に係る経常収支比率は、類似団体平均を2.0ポイント下回っているものの、生活保護受給者の増などにより、年々増加傾向にあ
る。生活保護受給者数は引き続き増加していることから、今後もこの傾向は続くものと見込んでいる。
【公債費】
　公債費に係る経常収支比率は、類似団体平均を0.7ポイント下回っているものの、合併特例債・臨時財政対策債の元利償還金が年々増
加していることから増加傾向にある。普通交付税の振替財源である臨時財政対策債について、従前は平成21年度までの制度とされてい
たものの、平成22年度まで延長されたことから今後もこの傾向は続き、公債費に係る負担は年々重くなっていく見込である。実質公債費
比率は、合併特例債や臨時財政対策債等、普通交付税の基準財政需要額に算入される元利償還金の割合が高いものが多いことから、
3.7％と比較的健全な水準を保ってはいるが、市債残高そのものにも着目し、引き続き起債管理の徹底を図っていく。
【補助費等】
　補助費等に係る経常収支比率は、類似団体平均を4.5ポイント上回っている。これは、他の団体と比較して、ごみ・し尿処理などを一部事
務組合による共同処理で行っていることや、消防事務を東京都に委託していることなどが主な要因と思われる。補助費等に係る経常収支
比率はここ数年減少傾向にあったが、平成20年度は後期高齢者医療制度の創設による増などを要因として、0.5ポイントの増となった。今
後も、財政支援団体の見直しや行政評価を通じた補助金の見直しを行っていく。
【その他】
　その他に係る経常収支費比率は、前年度から0.1ポイントの増とほぼ前年並みとなった。これは、後期高齢者医療制度の創設による増
の影響を、下水道事業に係る繰出金のうち、分流式下水道等に要する経費に係る影響の減により抑制できたためである。これまで下水
道事業については、使用料の改定や公的資金補償金免除による繰上償還の実施等により、着実な改善を行ってきたところであり、引き続
き、こうした取り組みを継続していく。また、国民健康保険事業に係る繰出金についても、医療費等の動向を踏まえ、保険料の見直しを毎
年度、検討するなど改善を図っていく。
【普通建設事業費】
　普通建設事業費に係る人口1人当たり決算額は、保谷駅前公民館・図書館の整備に伴い、前年度比23.2％の増となった。今後も、財政
健全化への対応を図りつつ、新市建設計画に基づく施設整備を着実に推進していく。



人件費及び人件費に準ずる費用の分析
人件費及び人件費に準ずる費用

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

人件費 11,158,500 58,481 63,012 ▲ 7.2
賃金（物件費） 342,016 1,792 2,855 ▲ 37.2
一部事務組合負担金（補助費等） 305,684 1,602 1,063 50.7
公営企業（法適）等に対する繰出し（補助費等） 132,146 693 752 ▲ 7.8
公営企業（法適）等に対する繰出し（投資及び出資金・貸付金） - - - -
公営企業（法非適）等に対する繰出し（繰出金） 733,685 3,845 2,485 54.7
事業費支弁に係る職員の人件費（投資的経費） 114,007 598 1,011 ▲ 40.9
▲退職金 ▲ 1,145,543 ▲ 6,004 ▲ 7,684 ▲ 21.9
合計 11,640,495 61,007 63,493 ▲ 3.9

参考
当該団体 類似団体平均 対比（差引）

人口1,000人当たり職員数（人） 5.25 6.00 ▲ 0.75
ラスパイレス指数 100.8 101.6 ▲ 0.8

公債費及び公債費に準ずる費用の分析
公債費及び公債費に準ずる費用（実質公債費比率の構成要素）

人口1人当たり決算額
当該団体（円） 類似団体平均（円） 対比（％）

公債費充当一般財源等額
（繰上償還額及び満期一括償還地方債の元金に係る分を除く。）

3,353,087 17,573 19,857 ▲ 11.5

満期一括償還地方債の一年当たりの元金償還金に相当するもの
（年度割相当額）等

- - 71 -

公営企業債の償還の財源に充てたと認められる繰入金 1,512,193 7,925 6,878 15.2
一部事務組合等の起こした地方債に充てたと認められる補助金又
は負担金に充当する一般財源等額

685,808 3,594 1,479 143.0

債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるものに充当する
一般財源等額

851 4 2,568 ▲ 99.8

一時借入金利子
（同一団体における会計間の現金運用に係る利子は除く）

- - 7 -

▲地方債に係る元利償還金及び準元利償還金に要する経費として
普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額

▲ 4,445,884 ▲ 23,301 ▲ 20,195 15.4

合計 1,106,055 5,797 10,665 ▲ 45.6
平成21年４月１日以降の市町村合併により消滅した団体については、「-」としている（以下の項目について同じ。）。
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※参考　実質公債費比率及び起債制限比率の推移
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普通建設事業費の分析

普通建設事業費

当該団体(円) 増減率(%)(A) 類似団体平均(円) 増減率(%)(B) (A)-(B)

6,372,742 34,426 1.2 31,764 ▲ 16.9 18.1

うち単独分 4,689,469 25,333 4.7 22,613 ▲ 17.9 22.6

5,409,991 28,703 ▲ 16.6 32,735 3.1 ▲ 19.7

うち単独分 4,304,529 22,838 ▲ 9.8 23,112 2.2 ▲ 12.0

7,113,944 37,561 30.9 30,496 ▲ 6.8 37.7

うち単独分 5,882,996 31,062 36.0 20,327 ▲ 12.1 48.1

5,073,210 26,715 ▲ 28.9 31,404 3.0 ▲ 31.9

うち単独分 4,959,463 26,116 ▲ 15.9 20,611 1.4 ▲ 17.3

6,278,140 32,903 23.2 35,872 14.2 9.0

うち単独分 4,786,142 25,084 ▲ 4.0 21,259 3.1 ▲ 7.1

過去５年間平均 6,049,605 32,062 2.0 32,454 ▲ 0.7 2.7

うち単独分 4,924,520 26,087 2.2 21,584 ▲ 4.7 6.9

当該団体決算額
（千円）

人口１人当たり決算額
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